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わからないことがだめじゃない 

だめなことは、わかることをあきらめること
 

児童生徒が主体的に学ぶことは、多くの学校で目標として取り組んでいる事項であると思

います。しかし、教師が主体的にと考えた仕組みを、児童生徒に与えていることもあると思

います。そのような中、先日、教育専門情報誌「内外教育」で京都市立向島東中学校の取組

が紹介されていました。向島東中学校の取組は、生徒が主体的に学びへ向かう取組です。そ

の一部を紹介いたします。 

 

この取組の合い言葉は「わからないことがだめじゃない。だめなことは、わかることをあ

きらめること。」です。この言葉から、学校全体の学びへの強い意欲と信念がうかがえます。

そして、それを実現するための取組が紹介されていました。その中に、「学び合いの作法」

がありました。 

 

【学び合いの作法】 

① 聞く・聴く・訊（き）くを徹底しよう 

 ② 訊かれたときは、相手が納得するまで説明を繰り返そう 

 ③ 説明を聴いた後は反応しよう（拍手、相づち、質問） 

 ④ １分ルールを守ろう（わからなそうにしている友達に１分以内に声をかける） 

 ⑤ さらに、魔法の言葉「わからへん。教えて。」を使う 

 

向島東中学校では、生徒会を中心とした３年生が「学び合いの作法」を新入生に伝授して

います。部活動の伝統が引き継がれるように、学び方も生徒主導で伝承されています。教師

が生徒に指導するのではなく、生徒が主体となって取り組む伝統が根付いています。この精

神が授業や部活の中で息づいて、学びをあきらめない環境づくりとなっています。 

 

その他にも、授業改善では対話を生み出す六つの授業フレーム、複数担任制、空き教室を

活用した自習室「学びの聖地」の整備、などに取り組んでいます。これらの取組から、学校

が安心して学べる場となり、「生徒が分からないこと、できないことを言える、聞ける場」

になっています。 

学校は「学ぶところ」ということを強く意識したこれらの取組は、主体的に学べる児童生

徒の育成に大きく役立つものであると感じました。 

（文責 山本 哲夫）  
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子どもと ICT機器の関わりを見つめ直す 

7 月 29 日（水）センター主催の「情報モラル

教育研修」が行われました。今年度は塩沢中学校 

教頭 樋口 雅樹 様を講師にお招きし「GIGA

ワークブック」を取り入れた情報モラル実践につ

いて学びを深めました。GIGAワークブックとは、

子どもたちがデジタル社会を安心して生きるた

めに欠かせない「情報モラル」と「情報活用力」

を育む情報リテラシー総合教材です。こうした教

材を使うことによって、担任の先生方が情報モラ

ルの実践を試みることができます。 

本研修では、これまでの教え込む指導から脱却

し、子ども自身が主体的に考え、自立して端末を

使いこなす力を育んでいくことの重要性につい

て学びました。講師の樋口先生は、端末利用にお

ける「ルール」と「モラル」を明確に分けて指導

することが重要であるとおっしゃっていました。 

ルール 
職員が一丸となって取り組み、子どもに徹底すること。ガイドラインなど

には子どもが順守すべき内容として示す。(SNSや生成 AIの年齢制限など) 

モラル 
日々の生活や授業の中で、子どもたち自身が考えながら、主体的に育んで

いくもの。(インターネット上の情報の取り扱いなど) 

教師だけではなく、子ども自身も「ルール」と「モラル」の違いを感じ取り、課題を自分

事としていくことで、ICT機器との関わり方が適切になっていくのだと考えます。 

  

 本研修に参加した先生方からは、以下のような感想をいただきました。 

『全体で徹底するルール』と『子どもと共に考えるモラル』を分けて捉えるという視点は大きな発

見でした。保護者向けの具体的なルール作りの資料なども活用し、学校と家庭が連携しながら、子ど

もの情報活用能力を育てていきたいです。 
 

情報モラルの育成はいかにして子どもたちに自分事として捉えさせ、指導していくかが大切。実際

の事例を紹介するだけでなく、『この場面なら自分はどうするか』を考えさせ、多様な人と意見を交

換することで、感じ方や捉え方の違いを認識させる経験が必要だと感じました。 
 

GIGA ワークブックを使った実践を自身が体験することで、児童への指導や校内研修でも有効に活

用できると感じました。順序もなく、15分の短い時間でも活用できるので、実際に使ってみたいと思

いました。 

ICT機器が日常化する中、子どもがトラブルに巻き込まれず、安全かつ効果的に使いこ

なす能力をどう育むかは、学校にとって大きな課題です。郡市内の子どもたちが ICT 機

器と適切に関われるよう、ぜひ情報モラル教育の実践を共に考えていきましょう。 

 

（文責 髙山 史） 
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★研修講座★９月実施の研修講座です。 

期 日 ｺｰﾄﾞ 研 修 講 座 会 場 

9月 2日(水) 

15：00～ 
G02 

《小中学校共通講座》②  

子どもたちが生き生きと学べる、 

魅力あるクラス・学年づくり 

～子どもたちの主体性を引き出すコツを学ぼう～ 

南魚沼市図書館 

多目的室 

9月 3日(木) 

15：00～ 
G03 

《小中学校共通講座》③  

いじめの認知と初期対応 

～「知っている」と「知らない」では大きな差～ 

南魚沼市民会館 

実習室 

9月 8日(火) 

13：40～ 
T02 

示範授業＆講演会（小学校 算数） 

＊原則各校１名以上 
六日町小学校 

9月 9日(水) 

13：45～ 
Y01 

《読む力育成に向けた授業づくり》 

国語における「読む力」の育成（八海中学校区） 
城内小学校 

9月 28日(月) 

13：45～ 
S05 《算数・数学》授業公開講座Ⅴ〈中学校〉 塩沢中学校 

9月 30日(水) 

13：40～ 
S03 《算数・数学》授業公開講座Ⅲ〈中学校〉 八海中学校 

 

★学校訪問★ ９月の計画訪問・要請訪問の予定です。 

 

期日 学校名（教科等） 期日 学校名（教科等） 

9月 2日(金) 五十沢小(算） 9月 18日（金) 大崎小(算)、塩沢小(外) 

9月 4日(金) 塩沢小(外） 9月 24日(木) 浦佐小(外) 

9月 9日(水) 城内小(国） 9月 25日(金) 五十沢小(外) 

9月 10日(木) おおまき小(算） 

9月 29日(火) 

湯沢中(国)、塩沢中(数) 

9月 11日(金) 北辰小(外) 後山小(外) 

9月 14日(月) 三用小(算)、石打小(外) 9月 30日(水) 八海中(数) 

9月 16日（水) 五十沢小(算)  
 

９月


